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事業別 平成３０年度(当初) 平成３１年度(当初)
対前年度比
Ｈ31／Ｈ30

一 般 河 川 改 修 事 業 3,154 3,151 1.00

河川工作物等応急対策事業費 50 0 0.00

総 合 水 系 環 境 整 備 事 業 394 417 1.06

一 般 河 川 改 修 事 業 231 1,292 5.59

土 地 利 用 一 体 型 水 防 災 事 業 620 573 0.92

河川工作物等応急対策事業費 0 27 -

一 般 河 川 改 修 事 業 138 828 6.00

河川工作物等応急対策事業費 21 132 6.35

小　　　計 4,608 6,420 1.39

29,351 29,524 1.01

1,500 1,365 0.91

282 688 2.44

小　　　計 31,133 31,577 1.01

1,120 1,366 1.22

小　　　計 1,120 1,366 1.22

合　　　計 36,861 39,363 1.07

　　　※上記予算の他に、地方整備局一括配分として、河川維持修繕費、堰堤維持費、交通安全施設等整備事業費（Ⅱ種）、交通事故重点対策事業費（Ⅱ種）、
　　　　 道路維持管理費等がある。
　　　※上記には道路調査費、附帯工事費、受託工事費を除く。
　　　※上記予算の斐伊川分については、島根県・鳥取県分を含む。
      ※四捨五入のため、合計が合わない場合がある。

斐伊川

直轄事業（島根県分）
　予　　算　　総　　括　　表　　

道　　　路 交 通 安 全 事 業

電 線 共 同 溝

項目

江の川

高津川

［単位：百万円］

改 築

浜田港

河　　　川

港　　　湾
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河　川　関　係　事　業
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平成３０年度
(当初)

平成３１年度
(当初)

対前年度比
Ｈ31／Ｈ30

一 般 河 川 改 修 事 業 3,154 3,151 1.00

河 川 工 作 物 等 応 急 対 策 事 業 費 50 0 0.00

総 合 水 系 環 境 整 備 事 業 394 417 1.06

小 計 3,598 3,568 0.99

一 般 河 川 改 修 事 業 231 1,292 5.59

土 地 利 用 一 体 型 水 防 災 事 業 620 573 0.92

河 川 工 作 物 等 応 急 対 策 事 業 費 0 27 -

総 合 水 系 環 境 整 備 事 業 0 -

小 計 851 1,892 2.22

一 般 河 川 改 修 事 業 138 828 6.00

河 川 工 作 物 等 応 急 対 策 事 業 費 21 132 6.35

総 合 水 系 環 境 整 備 事 業 0 -

小 計 159 960 6.05

合 計 4,608 6,420 1.39

※上記予算の斐伊川分については、島根県・鳥取県分を含む。
※四捨五入のため、合計が合わない場合がある。

※上記予算の他に、地方整備局一括配分として、河川維持修繕費、堰堤維持費等がある。

【金額単位：百万円】１．予算額

事　　　　　業　　　　　費

斐
 

伊
 

川

江
 

の
 

川

高
 

津
 

川
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斐伊川河川改修事業 事業費３，１５１百万円

事業推進

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県松江市福富町～松江市東茶町地先

３．平成３１年度 予定事業内容

ひ い か わ

おおはしがわ ※斐伊川水系全体

堤防整備等を実施することで、河川整備計画の目標である
昭和４７年７月洪水（戦後最大の洪水）が再び発生した場合に
おいても、家屋の浸水被害の防止が図られます。

大橋川において、堤防整備、排水機場の整備、用地補償等を実施します。

大橋川は「水の都松江」を象徴する水辺景観を形成していますが、堤防が未整備の区間があると

ともに、上下流の２箇所に狭窄部を抱えるため、戦後最大の浸水被害が発生した昭和４７年７月豪

雨や、平成１８年７月豪雨により、松江の中心市街地が浸水するなど、甚大な被害が発生しました。

このため、堤防整備等を実施し、早期に地域の安全性の向上を図ります。

～大橋川改修～

まつえ ふ く とみちょ う まつえ ひがしちゃまち

おおはしがわ

おおはしがわ

H18.7浸水状況（松江市追子地区）

中海

宍道湖

大橋川

H18.7浸水状況（JR松江駅周辺）

国
道
９
号

天
神
川

大橋川

京
橋
川

北
田
川

北
堀
川

洪水時の水位
A － A’

HWL=H.P.+2.37m

洪水時の水位より低い松江市街地

堤防整備後（松江市向島地区）

河－１
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斐伊川総合水系環境整備事業

事業推進１．事業の必要性及び概要

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

浅場整備及び覆砂を実施することで、湖の自然浄化機能回復が図られ、透明度の向上や底質からの
栄養塩（窒素・りん）の溶出が抑制されます。これらにより、湖の利用が多様化し、地域の活性化が図ら
れるなどの効果も期待されます。

３．平成３１年度 予定事業内容

中海（米子湾）において覆砂を実施します。

宍道湖（美野地先）において浅場整備を実施します。

ひいかわ

２．事業箇所

中海：鳥取県米子市錦海地先、島根県安来市穂日島町地先

宍道湖：島根県出雲市美野地先

よなご きんかい やすぎ ほ ひ じま

斐伊川水系中海・宍道湖の水質は、湖沼水質保全計画が策定された平成元年以降は流入負

荷削減対策が進んでいるものの、環境基準（COD3mg/L以下、窒素0.4mg/L以下、りん0.03mg/L
以下）が未達成であり、赤潮やアオコが発生するなどの課題があります。

このため、沿岸域において、浅場整備や覆砂を実施することにより、湖の自然浄化機能の回復

を図り、透明度の向上や底質からの栄養塩（窒素・りん）の溶出抑制を図ります。

■浅場整備及び覆砂の整備効果イメージ

藻場の再生状況赤潮の発生状況 藻場が減少した湖底 湖の利用状況

事業費４１７百万円

■現状 ■整備後

いずも よしの

平成３１年度 実施予定箇所

※斐伊川水系全体～中海・宍道湖沿岸の覆砂・浅場整備～
し ん じ こなか うみ

河－２
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高津川河川改修事業 事業費８２８百万円

～高津川の洪水を安全に流す掘削事業～ ※高津川水系全体

河-３

事業推進

河道掘削等を実施することで、河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後最大
の洪水）が再び発生した場合でも、家屋の浸水被害の防止が図られます。

４．期待される整備効果

高津川の高津地先は、河川内に堆積した土砂等により河川整備計画の目標洪水に対し流下

能力が不足しています。

このため、平成30年7月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結果

に基づき、「高津川の洪水を安全に流す掘削事業」として、河道掘削を実施します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

ますだ たかつ

島根県益田市高津地先

３．平成３１年度 予定事業内容

高津川の高津地先において河道掘削を実施します。

たかつがわ

1
/40

0

＜掘削状況写真（河成箇所）＞

←高津川

平常時の水位

河道掘削

計画高水位

＜整備イメージ＞
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江の川下流河川改修事業 事業費１，８６５百万円

～川越地区に堤防を築く事業～ ※江の川下流全体

河-４

新規着手

４．期待される整備効果

江の川下流の川越地先は、堤防が未整備のため昭和４７年７月洪水では地区の広範囲で家
屋浸水被害が発生し、近年でも平成１１年６月洪水、平成１８年７月洪水、平成３０年７月豪雨で
家屋浸水被害が発生しています。
このため、「川越地区に堤防を築く事業」として堤防整備、用地補償等を実施します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

ごうつ かわごえ

島根県江津市川越地先

３．平成３１年度 予定事業内容

江の川の川越地先において、用地補償を実施します。

ご う の か わ か り ゅ う

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後最大の洪水）が再び発生した場合にお
いても、家屋の浸水被害の防止が図られます。

＜整備イメージ＞

江津市桜江町

かわごえ

江の川 計画高水位 ▽

▽ 田津谷川
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４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県江津市川平町地先

３．平成３１年度 予定事業内容

江の川下流の川平地区において、堤防整備、用地補償等を実施

します。

江の川下流の川平地区は、堤防が未整備のため昭和４７年７月洪水では地区の広範囲で家屋浸

水被害が発生し、近年でも平成１１年６月洪水、平成１８年７月、平成３０年７月豪雨で家屋浸水被害

が発生しています。

このため、「川平地区の土地を嵩上げして浸水を防ぐ事業」として、堤防整備、用地補償等を実施し

ます。

事業推進

江の川下流土地利用一体型水防災事業 事業費５７３百万円

～川平地区の土地を嵩上げして浸水を防ぐ事業～

河-５
ごうのかわ

河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後最大の洪水）が再び発生した場合でも、家
屋の浸水被害の防止が図られます。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ごうつ かわひらちょう

【土地利用一体型水防災事業のイメージ図】

現 状
洪水時

土地利用一体型水防災事業

宅地の嵩上げにより家屋浸水を防止

洪水時

宅地嵩上げ整備箇所（松川橋付近）

浸水想定範囲

松
川
橋

かわひら

かわひら
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道　路　関　係　事　業
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事 業 費
平成３０年度

(当初)
平成３１年度

(当初)
対前年度比
Ｈ31／Ｈ30

改 築 29,351 29,524 1.01

（ う ち 山 陰 道 ） 29,261 29,434 1.01

交 通 安 全 事 業 1,500 1,365 0.91

電 線 共 同 溝 282 688 2.44

合 計 31,133 31,577 1.01

※上記予算の他に、地方整備局一括配分として、交通安全施設等整備事業費（Ⅱ種）、交通事故重点対策事業費（Ⅱ種）、道路維持管理費がある。

※四捨五入のため、合計が合わない場合がある。
※上記には道路調査費、附帯工事費、受託工事費を除く。

平成３１年度の道路事業費（島根県）

［単位：百万円］
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【松江国道事務所事業】
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事 業 費
平成３０年度

(当初)
平成３１年度

(当初)
対前年度比
Ｈ31／Ｈ30

改 築 22,471 22,204 0.99

（ う ち 山 陰 道 ） 22,381 22,114 0.99

出 雲 ・ 湖 陵 道 路 2,390 4,447 1.86

湖 陵 ･ 多 伎 道 路 2,705 3,830 1.42

多 伎 ・ 朝 山 道 路 6,501 875 0.13

朝 山 ・ 大 田 道 路 850 0 0.00

大 田 ・ 静 間 道 路 2,380 4,414 1.85

静 間 ・ 仁 摩 道 路 7,555 8,548 1.13

三 刀 屋 拡 幅 90 90 1.00

交 通 安 全 事 業 798 708 0.89

電 線 共 同 溝 282 458 1.62

合 計 23,551 23,370 0.99

※上記予算の他に、地方整備局一括配分として、交通安全施設等整備事業費（Ⅱ種）、交通事故重点対策事業費（Ⅱ種）、道路維持管理費がある。

※四捨五入のため、合計が合わない場合がある。

平成３１年度の道路事業費（松江国道事務所）

［単位：百万円］

※上記には道路調査費、附帯工事費、受託工事費を除く。
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写真②大田・静間道路 鳥居地区の工事の様子

事業推進１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成３１年度 予定事業内容

用地買収、改良工事、橋梁工事、トンネル工事、舗装工事等を

推進します。

かせん

山陰道 出雲～仁摩間 事業費２２，１１４百万円 道-１
い ず も に ま

山陰道出雲～仁摩間は、島根県の東西の連絡性の強化、災害時の代替路の確保、現道の急カー
ブや急勾配箇所の回避等を目的とした延長３７．１kmの自動車専用道路です。

いずも にま

島根県出雲市知井宮町～島根県大田市仁摩町大国
いずも ちいみや ちょう おおだ に ま ちょう おおぐに

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

平成31年2月撮影平成31年2月撮影

至 浜田

至 松江 至 松江

写真②

写真①

平成３０年
３月１８日

開通

平成３０年
３月１８日

開通

平成３１年３月１７日
開通

平成３１年３月１７日
開通

写真③

写真③出雲・湖陵道路 神西高架橋付近の工事の様子

至 浜田

写真①静間・仁摩道路 静間跨線橋付近の工事の様子

平成31年2月撮影

静間跨線橋（仮称）

至 松江

至 浜田

西神西高架橋（仮称）

○島根県東部から山口方面（島根県
西部・山口県）のツアー数は少なく、
観光入込客数も伸び悩んでいます。

○今後の山陰道の整備により、島根
県東部から西部への移動時間が短
縮することで、周遊観光客の増加
が期待されます。

４．期待される整備効果

■観光・交流の活性化

▼中国地方を周遊する主な観光ツアーの状況

H
1
5
=
1
.0
と
し
た
場

合
の

伸
び
率

▼観光入込客数の推移（H15=1.0）

1.00 
1.03 

1.06 1.08 

1.15 
1.18 

1.14 
1.18 

1.14 

1.23 

1.66 

1.47 
1.46 

1.47 
1.44 

0.93 
0.97 

1.00 

1.06 1.07 

1.00 
1.03 1.02 1.01 1.00 

0.96 0.98 0.96 
0.92 

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

島根県東部 島根県西部

石見銀山
世界遺産登録

（H19.7） 県西部は減少

・出雲大社平成の大遷宮
・松江道全線開通

資料：島根県観光動態調査

※島根県東部：松江地域・安来地域・雲南地域・出雲地域
島根県西部：大田地域・浜田地域・益田地域

資料：JTBのHPより、H29.8末時点でのバスツアー募集件数をカウント
近畿以東から島根県東部の観光地を経由するバスツアーを対象とした。

出雲～仁摩
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出雲郷電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化することで、安全で快適な歩行空間の確
保並びに震災時における緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けた
まちづくりを支援を目的とした事業です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

かせん

一般国道９号 出雲郷電線共同溝 事業費５０百万円
道-２あ だ か え

あだかえ

３．平成３１年度予定事業内容

４．期待される整備効果

・道路上から電柱や電線がなくなることにより、安全で快適な歩行空間の確保が図られ、震災時の

電柱倒壊による通行止めの心配がなくなるため道路の防災性が向上します。また、電線がなくな

ることにより、良好な都市景観の向上が期待されます。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

島根県松江市東出雲町出雲郷～同市竹矢町
まつえ ひがしいずもちょう あだかえ ちくやちょう

≪現地状況≫ ＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

○道路上に設置されている電柱は、災害時の倒壊により道

路を閉塞させるおそれがあるほか、歩行者等の通行や

良好な都市景観の形成の妨げとなっています。

≪整備の必要性（イメージ写真）≫

車道
歩道

電線共同溝

既設電柱、電線

（撤去）

≪イメージ図≫

新規事業化

調査設計を推進します。

至 米子市

至 松江市

３．整備効果

至 松江

至 米子

出雲郷電線共同溝延長1.6km

JR東松江駅竹矢小学校

出雲郷小学校

ＪＲ揖屋駅

９

９

至松江

至米子

E9
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【浜田河川国道事務所事業】
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事 業 費
平成３０年度

(当初)
平成３１年度

(当初)
対前年度比
Ｈ31／Ｈ30

改 築 6,880 7,320 1.06

（ う ち 山 陰 道 ） 6,880 7,320 1.06

三 隅 ・ 益 田 道 路 6,340 6,560 1.03

福 光 ・ 浅 利 道 路 540 760 1.41

交 通 安 全 事 業 702 657 0.94

電 線 共 同 溝 0 230 -

合 計 7,582 8,207 1.08

※上記予算の他に、地方整備局一括配分として、交通安全施設等整備事業費（Ⅱ種）、交通事故重点対策事業費（Ⅱ種）、道路維持管理費がある。

※四捨五入のため、合計が合わない場合がある。

平成３１年度の道路事業費（浜田河川国道事務所）

［単位：百万円］

※上記には道路調査費、附帯工事費、受託工事費を除く。
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事業推進

山陰道 三隅・益田道路は浜田～益田間における災害時の代替路の確保及び広域的な交流連

携を目的とした、延長１５．２ｋｍの自動車専用道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県浜田市三隅町～益田市遠田町

３．平成３１年度 予定事業内容

用地買収、埋蔵文化財調査、改良工事、橋梁工事、

トンネル工事等を推進します。

かせん

山陰道 三隅・益田道路 事業費６,５６０百万円 道-３
みすみ ますだ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

みすみ ますだ はまだ ますだ

はまだ み すみちょう ます だ とお だ ちょう

■地域産業の支援

４．期待される整備効果

E9E9

○島根県唯一の国際貿易港である浜田港の機能強化（臨港道路の開通、ガントリークレーンの運用など）
により、浜田港を拠点とした活発な企業活動が行われています。

○三隅・益田道路の整備により、益田方面の輸送効率が向上することで更なる地域産業の活性化が期待
されます。

【写真①】三隅地区施工状況

【写真②】岡見地区施工状況

至 松江市

至 益田市

至 益田市

至 松江市

至 国道９号

浜田港

江津市

益田市

北広
島町

島根
東部

268TEU
自動車部品等

中国
山間部

29TEU
原木(桧)等

187TEU
原木(桧)等

511TEU
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等

147TEU
パルプ等 広島

北部

168TEU
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品等

571TEU
無機化合物等

【凡例】
輸⼊
輸出

136TEU
鋳物原料等

258TEU
原木(桧)等

浜⽥・三隅道路

三隅・益⽥道路

益⽥道路

浜田市

880TEU
粗鉱物等

▼主な取り扱い品目及び輸送先（平成２９年実績 取扱い量上位５方向）

541 435

6372
123

166
171
204

312
427

324

436

0

500

1000

1500

2000

H25年 H29年

ポリエチレン 無機化合物

化学製品 粗鉱物

プラスチック製品 穀物

その他

（TEU)

ﾎﾟﾘ袋製造業（益田市）
の生産量増加に伴う
原料輸入の増加

1,478

1,796

▼輸入コンテナ品目別内訳 ▼浜田港の近年の変遷
H29年度 定期コンテナ船（浜田～釜山）の大型化

H29年度 浜田港港湾計画改訂

H29年度 福井地区臨港道路供用

H30年度 ガントリークレーン運用開始

H30年度 大型定期コンテナ船就航２便化（浜田～釜山）

浜田港

臨港道路福井４号線

＜大型定期コンテナ船とガントリークレーン＞

＜山陰道と浜田港を直結する福井地区臨港道路＞

Ｈ29.9
撮影

Ｈ31.1
撮影
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事業推進１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成３１年度 予定事業内容

山陰道 福光・浅利道路は、島根県西部地域の企業立地の促進及び大田～江津間の代替路の確保等

を目的とした延長６．５ｋｍの自動車専用道路です。

ふくみつ あさ り

島根県大田市温泉津町福光～江津市松川町上川戸

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所
橋梁設計、構造物等設計、用地買収を推進します。

４．期待される整備効果

かせん

山陰道 福光・浅利道路 事業費760百万円 道-４ふくみつ あさ り

おおだ ごうつ

おおだ ゆ の つ ちょう ふくみつ ごうつ まつかわちょう かみかわど

○島根県内の開通済み高速ネットワーク周辺では着実に企業進出が進んでいます。
○福光・浅利道路の整備により、宍道ＪＣＴから浜田JCT間の高規格ネットワークを形成する事で、更なる企業
進出と、地域経済の活性化が期待されます。

■企業立地の促進、雇用創出の促進

【写真①】並行する国道９号
（交通事故による通行止め状況）

【写真②】並行する国道９号
（線形の厳しい箇所）

福光・浅利道路
ふくみつ あさり

延長 6.5㎞

(

起)

大
田
市
温
泉
津
町
福
光

お
お
だ

(

終)

江
津
市
松
川
町
上
河
戸

ご
う
つ

ま
つ
か
わ
ち
ょ
う

か
み
か
わ
ど

仁摩･温泉津道路
にま ゆのつ

江津市
ご う つ

大田市
お お だ

あおなみ

(仮称)青波IC

いわみ ふくみつ

石見福光IC

あさり

(仮称)浅利IC

至

松
江
市

「道の駅」
サンピコごうつ

N

至

浜
田
市

ゆ

の

つ

ち
ょ
う

ふ
く
み
つ

E9

資料／島根県 商工労働部 企業立地課「立地計画認定」

▼島根県内の新規立地企業進出状況（H19.4～H30.2） ▼江津工業団地の企業立地状況（H31.3時点）

福光・浅利道路
ふくみつ あさり

事業中区間

江津工業団地

事業中区間

（県）浅利渡津線
平成31年3月17日

開通

立地計画認定企業
（Ｈ19～Ｈ30.2）

工業団地 Ｈ２７以降進出企業

Ｈ３１企業進出予定

造成着手範囲

造成予定範囲

日本海

9
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事業推進

当該箇所は、近傍に岡見小学校が立地しており、通学路として利用されていますが、歩道の整
備されていない不連続区間や狭隘な歩道であり、非常に危険な状況であることから、早急な対策
が必要な箇所です。

このため、不連続区間での歩道整備及び既設歩道の拡幅を行い、学童等の歩行者や自転車
が安全・安心に通行できる歩行空間の確保を行うものです。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県浜田市三隅町

３．平成３１年度 予定事業内容

調査設計を推進します。

かせん

一般国道９号 岡見地区歩道整備 事業費２１百万円 道-５
お か み

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

おかみ

はまだ み すみちょう

【現況写真】

至 松江市

至 益田市

歩道整備 L=1.1km

至 松江市

至 益田市

【現況断面図】 【計画断面図】

【計画平面図】

：通学路

岡見小学校 至
松
江
市

至
益
田
市

９

９

９

地理院地図（電子国土Web）より引用

三隅町岡見

3.253.250.50

0.40

1.00

8.00

車道車道 路側路側

3.253.250.75
0.50

1.00
10.50

2.50
車道車道 路側 歩道路側
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港　湾　関　係　事　業
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平成３１年度の港湾事業費（島根県） 

 

    ［単位：百万円］ 

 

 

事業別 港名 
平成 30 年度 

(当初) 

平成 31 年度 

(当初) 
対前年度比 

港湾 浜田港 1,120 1,366 1.22 

 合計 1,120 1,366 1.22 
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３．平成３１年度 予定事業内容

浜田港防波堤（新北）整備事業 事業費１，０６６百万円 港-１
は ま だ

防波堤(新北)  の本体工事・被覆根固工事

等を推進します。

しんきた

事業推進

４．期待される整備効果

浜田港は、島根県西部に位置し、セメント、原木、石炭等を取扱う物流拠点として、地域の産業活動

を支える重要な役割を果たしていますが、冬期風浪等の影響により、国際物流ターミナルでの安全か

つ効率的な荷役作業に支障が生じています。

このため、福井地区において防波堤の整備を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県浜田市
は ま だ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

本事業により、港内の静穏度が向上し、年間を通じて安全かつ効率的な荷役作業が行えるようにな
るとともに、避難水域の確保等、航行船舶の安全性向上に寄与します。

防波堤(新北)
（整備中）

しんきた

福井地区
ふくい

長浜地区
ながはま
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